東病棟チームカンファレンス記録
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平成２４年　６月　２日　(土)　　　　司会・記録：　上野　ゆかり

	東
	上野
	藤原
	西山
	宮澤
	谷川
	前田
	伊藤
	鈴木（匡）
	佐藤
	小泉

	休
	○
	休
	深
	○
	準
	準
	A留守
	○
	休
	深

	鳥谷部（久）
	滝田
	福田
	天間
	金井
	三浦
	加藤
	鈴木
（幸）
	田端
	荒木田
	高橋

	買物
	○
	休
	○
	休
	欠勤
	○
	○
	深
	準
	○

	長谷部
	土岐
	鳥谷部（由）
	松橋
	附田
	新谷
	市澤
	佐々木
	小笠原（裕）
	
	

	休
	○
	休
	C留守
	○
	休
	○
	休
	○
	
	



出席者は記録者が印を付ける。
出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・法人行事運営委員会から掲示版へお知らせあり、職員旅行における記念写真のアンケートへの協力お願いします。

・Bユニットトイレの環境整備についてですが、汚物処理が徹底されていない現状です。

　引き続きユニット内で声をかけあって不備のないように実施していきましょう。また、当日ユニットリーダーがスタッフへ声をかけて協力し行っていけるようにしましょう。

・6月の定期心電図検査の連絡があります。6/13　14：00～となっています。

・医師勤務について7/9（月）佐々木医師が当直勤務ですが、8：30には帰るとのことです。

　当日に指示受けなどの対応を退勤時間前に行って下さい。

・医療機器等管理委員会から、東病棟における拘束具などの点検・配備について

白の拘束帯、安全ベルト（3枚）→東Ｂユニットスタッフオフィス内オートクレーブ下の戸棚
マグネット式拘束帯（黒バッグ）→東Ａユニットスタッフオフィス内上位の収納戸棚
に点検・保管していますので各自使用前後の管理の周知して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・山本　伸子様　同室患者様の気分変動、過干渉行為に伴う夜間不眠、幻聴の増強などの訴えあり、スタッフ間で検討し主治医不在のため安ヶ平Ｄｒへ報告し本日東Ｂユニット1号室へ移動の指示あり実施しています。日課及び、喫煙管理などを都度説明し　　病状観察していきましょう。

· 木村　格治様　6/3　14時～16時まで外出について主治医許可となっています。

· 三村　れい子様　6/4　13時～6/6　16：00外泊訓練主治医許可となっています。

　　　　　　　　　（外泊期間中の退院前訪問実施予定）

· 長谷川　陽一様6/14　10：00～14：00ランチ外出許可となっています。

（叔父様同伴にて連絡済み）

・木村　春雄様　胃管チューブ再挿入できています。安ヶ平Ｄｒ指示にて点滴量と白湯量を調整し本日昼より経管栄養開始しています。

・松浦　るみ子様　本日深夜帯にて発熱あり、木村Ｄｒより採血の指示と抗生剤の処方があります。採血結果にて本日佐々木Ｄｒへ経過報告しＭＲＳＡ検出中もあり、抗生剤の内服は夕より中止の指示となっています。

・村上　幸子様　現在リハビリパンツ利用しておりパンツへの尿失禁があります。

　　　　　　　　羞恥心が強いため、配慮し、尿漏れなどの状況などを詳細に確認することとし

ています。

・大下　彌三郎様　排便なく-7日目のため佐々木Ｄｒへ報告しＧＥ120ml処方となる。

・上野　康弘様　昨日家族勉強会（家族面接）行っています。

＜母様の思いとして＞

退院後2.3ヶ月すると飲酒の問題（連続飲酒）が起こり、夜中じゅう探しまわりそれを繰り返しており、家では他の家族からの引け目を本人も感じており自宅へのいずらさはあると思うと。本人の意思が弱いからでしょうねと発言あり。また、希望としては退院後は施設などを利用してなんとか酒が無い環境で酒に手を出さずに生活できる方法がないかと話しがあった。

＜主治医より母様へ＞　

アルコール依存症の病気について飲酒コントロールが出来ない状態であり、本人の意思では酒をやめられない問題があること、本人の意思だと責めることは逆効果である事を説明する。また就労支援については障害者枠での利用方法もある事を提示しそのためには通院の継続が必要である事などを説明している。

＜まとめ＞

　障害者就労支援については本人へＰＳＷより制度や利用方法について説明していく。

　通院、自助グループ参加も必要性を本人へ説明し促していく。

＜措置入院患者様ケース検討＞

藤井　崇史様～依然として臥床している事が多く見られています。日課は介入を要するものの拒
否的な言動は見られていません。異常体験に左右された発言は聞かれており、表情も不安定な状態です。暴力行為等の不穏行動はありませんが、暴力行為のエピソードのある方ですので、あらゆるリスクを考慮した対応が必要となります。引き続き、精神症状を観察していくと共に、日常生活面での介入を続けていくようお願い致します。

＜ＳＳＴ実施評価・検討＞

現在未導入患者様　村上　幸子様が検討されています。現在、各プログラム未導入のため精神症状観察し主治医方針確認し導入検討しています。







